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平成 20 年度１月補正予算案のポイント 

 

 

《補正予算編成の方針》 

○昨年 12 月に取りまとめた長野県緊急経済対策「～『くらしを

守り、地域力を示そう』プロジェクト～」の早期実行のために、

補正予算を編成 

○切れ目なく仕事量を確保し、実需を喚起 

・県独自の対応として、来年度予定している県単独事業につい

て、積極的に前倒しを実施 

・国の補助事業についても、国補正予算成立後、速やかに事業

着手できるよう、できるだけ先行して取り入れて実施 

 

◎ 事 業 規 模      ７１億９８４５万４千円 

◎ 補正予算額        ５８億７０１３万円 

 （債務負担行為設定額    ６億９２５万８千円） 

 

（内訳） 

一般会計 

（債務負担行為） 

５６億６６７万９千円 

（３億８４１５万８千円） 

流域下水道事業費特別会計 ２億５０００万円 

病院事業会計 １３４５万１千円 

電気事業会計 

（債務負担行為） 

        － 

（１億３７１０万円） 

水道事業会計 

（債務負担行為） 

        － 

（８千８百万円） 
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１ くらしの安定 

■ 安全・安心 

  ～県民生活の安全・安心を確保するための事業を早期に実施～ 

 

・防災情報基盤の整備                ６億８８２４万５千円 

    老朽化した防災行政無線や震度情報ネットワークシステムの整備 

 

・県有施設の耐震化・地上デジタル放送への対応     ２億１４０万６千円 

県立学校の耐震補強や県有施設の地上デジタル放送対応工事を実施 

 

・県立病院機能の維持                  １３４５万１千円 

阿南、木曽、こども病院の修繕工事の実施 

 

・交通安全施設の整備                ２億２４８５万３千円 

道路標識や歩道の整備 

 

・道路や農業用施設等の維持補修、防災工事       １５億５９１０万円 

（公共・県単独事業） 

（債務負担行為  ２億６４１５万８千円） 

 

■ 生活密着型社会資本の整備 

  ～県民生活に身近な社会資本の整備を推進～ 

 

・県営住宅の建替え                 ５億３７７４万８千円 

    狭小・老朽化した県営住宅の建替え、撤去を推進 

 

・社会福祉施設の整備                  ２３６１万６千円 

                        ［事業規模 ３２８０万７千円］ 

障害者グループホームの整備、県立社会福祉施設の環境改善 

 

・ライフラインの整備                  ２億５０００万円 

    流域下水道施設の整備、発電施設・県営水道施設の整備 

（債務負担行為  ２億２５１０万円） 

 

・道路、橋りょう、河川、農業用施設の整備      １６億４９７万９千円 

（公共・県単独事業）       ［事業規模 １６億７２５３万２千円］ 

（債務負担行為  １億２０００万円） 
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■ 地域産業の円滑化 

～県内産業の底力を喚起～ 

 

・県民宿泊促進キャンペーンの実施               ６５０万円 

県民を対象とした県内宿泊施設の利用促進キャンペーンの実施 

 

・産業教育設備の充実                    １３１７万円 

    県立専門高校の教育設備の整備 

 

・林業・木材産業の活性化              ５億３２２１万２千円 

［事業規模 １１億１２０３万４千円］ 

    高性能林業機械の整備や公共施設の木造・木質化等への支援 

 

 

２ 生活者への支援 
～生活の不安にきめ細かく対応～ 

 

・失業者向けの生活資金緊急融資制度の創設             １億円 

［事業規模 １億６２５０万円］ 

    低利・長期の生活資金を創設し、倒産やリストラなどによる失業者を支援 

 

３ 雇用の確保 
～関係機関と密接に連携し、雇用への不安を解消～ 

 

・緊急雇用相談窓口の設置                 １８７万４千円 

ジョブカフェ信州（長野・松本）内に設置し、カウンセリングや職業紹介を実

施 

 

※このほか、国の第２次補正予算に対応し、雇用関係基金を設置 



《平成20年度１月補正予算案》
■・・・・補正予算対応事業
□・・・・既決予算対応事業

項　　目 事　業　規　模 予　算　額 事　業　内　容

１　くらしの安定 64億2482万2千円 57億6825万6千円

安全・安心 27億1149万6千円 27億1149万6千円 ■防災情報基盤の整備

（債務負担行為 （債務負担行為 ■県立病院の修繕や交通安全施設の整備
2億6415万8千円） 2億6415万8千円）

24億9308万7千円 24億1634万3千円 ■県営住宅の建替えの推進
■社会福祉施設や流域下水道施設の整備

（債務負担行為 （債務負担行為
3億4510万円） 3億4510万円）

事業資金の円滑化 ― ― □中小企業融資制度資金の拡充

□公共事業発注等の工夫

地域産業の活性化 12億2023万9千円 6億4041万7千円 ■県民宿泊促進キャンペーンの実施
■産業教育設備の充実
■林業・木材産業の活性化

２　生活者への支援 1億6250万円 1億円

３　雇用の確保 187万4千円 187万4千円 ■緊急雇用相談窓口の設置
□ハローワークと共同で就職面接会の開催
□福祉人材確保のための職場説明会の開催
□就農相談会、林業就業希望者への就業前研修
　 の開催　等

４　各種相談窓口の設置 ― ― □緊急経済対策総合相談窓口の設置
(H20.12.24～30、H21.1.5～）

□関係機関におけるきめ細かな対応　等

― ― □市町村への協力要請
　 H20.12.22 　市町村長、市長会、町村会へ通知
　 H20.12.25 　町村会臨時役員会において要請
□経済団体への協力要請
　 H20.12.24　 9団体へ緊急協力要請

71億9845万4千円 64億7938万8千円

 歳出化分 65億8919万6千円 58億7013万円

 債務負担行為設定額 (6億925万8千円） (6億925万8千円）

《今後対応を検討》

■失業者向けの生活資金緊急融資制度の創設

■電気・水道施設の整備

□離職者等に対する県営住宅の提供　等

〔県独自の取組み〕
　・更なる実需を喚起するための事業の推進

〔国第２次補正予算関連事業〕
　・雇用、消費者、子育て、障害者の支援を推進するための基金の造成
　・国直轄事業負担金　等

　　中小企業振興資金に「緊急借換対策枠」
　　を新設

合　　計

内
 
訳

５　市町村・関係機関等
　　への周知と協力依頼

■県有施設の耐震化、地上デジタル放送対応

長野県緊急経済対策
～『くらしを守り、地域力を示そう』プロジェクト～への対応

生活密着型社会資本
の整備

■道路、橋りょう、河川、農業用施設の整備

■道路や農業用施設等の維持補修、防災工事
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